
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ワークショップとは・・・話し合いを通して、自由なコミュニケーションを行いながら、アイディアを練り上げる手法の一つです 

4 
第 

各班のゾーニング案を踏まえ、拠点のゾーニングの方向性案を整理しました。 

※ゾーニングとは…空間をテーマや用途に分けて考えることを言います。 

ワークを踏まえて…「ゾーニングの方向性案」 

○ 三股町 五本松交流拠点施設推進室（担当：河野、宮元、清山） 

TEL：0986-52-1120 FAX：0986-52-4944 

メール：suisin-k@town.mimata.lg.jp 
○ ランドブレイン株式会社 福岡事務所（業務受託事業者） 

TEL：092-714-4768（担当：喜多、吉山） 

「まち」の視点 「拠点づくり」の視点 総括 

第１回 

 

第２回 第３回 第４回 第５回 

まちや公共施設等

の現状の共有 

拠点づくりの意義の

共有／拠点の役割や

必要な機能の共有 

拠点の活用コンセプ

ト・機能配置（ゾー

ニング）の検討 

●当日のプログラム● 

■ワークショップの全体構成 

①五本松団地で残すべき資源を共有しよう 

②拠点づくりに向けた機能配置を考えよう 

 

 

第 4 回ワークショップの流れ 

令和元年 12 月発⾏ 

〜第 4 回ワークショップを開催しました〜 

五本松団地を活⽤した魅⼒あるまちづくり 

町⺠ワークショップニュース 

 

 

五本松団地の立地状況や、三股町の資源につい

て再確認することを目的に、五本松団地の周辺道

路の把握、五本松団地の現地に残っているもの・

町内にある活用したい資源を洗い出しました。 

 

 

 

拠点づくりに向けた機能配置イメージを共有

するため、班ごとに設定した「コアテーマ」につ

いて、拠点を利用するターゲットの気持ちにな
り、機能の配置を検討しました。 

第 4 回ワークショップ 

⽇時︓11 月 19 日（火）19 時〜21 時 

場所︓三股町中央公⺠館 

町では、町⺠の皆さまとともに、「”みまた”らしい

まちづくり」を進めていくために、旧五本松団地跡

地を活用した拠点づくりの検討に関するワークシ

ョップを行っています。 

今回は、11 月 19 日に開催した第 4 回ワークショ

ップの概要についてご紹介いたします。 

【第 5 回ワークショップ】 拠点づくりに向けたイメージを思い描こう 

日時︓令和 2 年 1 月 22 日（水）19 時〜21 時  場所︓三股町中央公⺠館 2F 研修室 

皆さまのご参加、お待ちしております︕ 

号 

８月から４回にわたるワークショップを経て、「三股町の新たな拠点」

のコンセプト・機能配置の検討に至ることができました。 

第５回ワークショップでは、皆さまの成果をもとに、事務局で検討した

3 つのゾーニング案と、今後の予定について共有いたします。 

広場・公園 

（共通） 

 イベントステージのある大きな広場を敷地の中央に置く全班共通 

 スポーツやイベント等ができる、フラットな大きな広場にする全班共通 

 広場や周辺機能を囲むように、ウォーキングコースを作る３班・５班 

広場・公園 

（個別） 

⼦どもが遊ぶようの公園は、場所を区切る 3 班 

 桜・いちょう・もみじなど季節に応じた木を植樹する３班 

 ビオトープのための環境整備をする４班 

 集う場所として中央広場に公園と噴水を置く５班 

駐⾞場 

（共通） 
 県道から入れるように、県道沿いに設置する 1班・2 班 ・３班 

駐⾞場 

（個別） 

ほかの機能の配置場所やサブゲートの場所にあわせて、第２駐⾞場を設置する 3 班 

 入出ゲートを 2 箇所整備した駐⾞場を設置する 4 班 

ほかの機能の⼤きさ等を考慮し、⽴体駐⾞場化を⾏う５班 

施設の機能 

（共通） 

 交流や交通の拠点となる施設に高層の展望台をつくる 1 班・３班・５班 

 カフェ、三股町の商品を販売する物産店を設ける（よかもんやの移転をする）1 班・

２班・3 班・4 班 

 室内で子どもが遊べるスペースを設ける 2 班・４班 

 トレーニングルーム、宿泊施設、展示スペースなどの複合施設をつくる 3 班・５班 

施設の機能 

（個別） 

 三股町の子どもたちに向けた、歴史を感じる・体験できる道具・遊具を設置する 1 班 

 新たな雇用創出と 6 次産業のための施設（食品加工所）を整備する 2 班 

 遊歩道をつくり、週末は道沿いでマルシェができるようにする 2 班 

 ⾏政施設を集約し、移転する（ATM コーナーも設置する）2 班 

 雨の日でも子どもたちが遊べる屋根付き公園を整備する 2 班 

 キッチンカーでの移動販売スペースを設ける 2 班 

 温水プールをつくる 2 班 

 誰でも利⽤が可能な研修施設を整備する 3 班 

 三股町をアピールする場となるような複数のテナントの整備する 3 班 

 （屋外で遊ぶ場所として）スケートボード場とボルダリングを整備する４班 

 大人が楽しめる屋台村を設置する４班 



 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

第 3回ワークショップより、三股町に必要な拠点のテーマを「町⺠交流の場」「イベントができる場」

「健康づくりの場」「子どもが集まる場」「交通拠点としての場」の 5 つに絞りました。 

これら 5 つの場を『コアテーマ』とし、1〜5 班に分かれて具体的な機能と、機能を配置する場所の

検討を行いました。 

ワーク 「拠点づくりに向けた機能配置を考えよう」 

●2班● イベントができる場 
 
 

●5班● 交通拠点としての場 
 
 
 
 
 

●3班● 健康づくりの場 
 
 

●1班● 町民交流の場 

●4班● 子どもが集まる場 
 
 
 
 

100 台駐⾞可 
都城から流⼊す
る⾞が⼊りやす
いよう、道路沿
いに設置 

広場は中央に 
広場を囲むように
他の機能を配置し、
拠点の中心的役割
とする 

 

 

五本松団地の敷地 

 

広場・緑 

 

駐⾞場 

 

施設の機能（共通） 

 

施設の機能（個別） 

 

遊歩道 

屋根付き公園 
遊具も置いて、雨の
日でも子どもたち
が遊べる 

カフェと物産店 
くつろぎと交流の
場として重要︕ 

三股の歴史体験 
子どもたちが三股
町の歴史に触れ、町
への愛着が高まる
よう、資料館にある
昔の道具（消防⾞な
ど）を各所に配置 

ランドマークは展望台 
お⺟さんたちの交流がメイ
ン。高層にすることで都城
から⼊る⾞にとっては、「三
股町の目印」になる 

 

 
 

 

駐⾞場は接道全⾯に 
敷地の中が盛り上が
っている様⼦が道路
からも⾒えるように 仕事を生み、盛り上げる場 

創業支援や食品加工所。 
外から⾒えるようにし、⾒
る人が興味を持つように 

イベント広場 
屋外とし、イベント
がないときは広場
として使用 

子育て支援 
子育て相談のほか、ヨ
ガなど健康づくりも 

遊歩道を作る︕ 
敷地内を移動しやす
く。週末は沿路でマル
シェを開催︕ 

キッチンカー 
⾏政施設・ATM 
必ず人が集まる場に 

温水プール 

 

駐⾞場は 2 箇所に 
100 台ずつを 2 箇所
に分散し、敷地内の移
動しやすさ向上 

 

子ども向け公園 

イベント広場＋ステージ 

ウォーキングコース 

 

物産館・カフェなど 
三股の食などが体
験できるエリア 

研修施設 
町⺠利⽤も合宿利⽤
も OK 

4 層・3 層・1 層の目を引く建築 
2〜3 階は宿泊、１階はトレーニ
ングスペースのスポーツ施設。プ
ラス、４階には展望台、１階別地
には町⺠の作品展⽰を 

桜の木・もみじの木 

複数のテナント 
三股町をアピールす
る場として、店舗に入
居してほしい 

 

 

ビオトープ 
周辺に住む住⺠の
迷惑にならず、かつ
エリアの快適度 UP 

スケボー場とボルダ
リング 

子どもたちが楽しく
屋外で遊べる機能 

ゲートと駐⾞場 
ゲートを２箇所作っ
て⼊りやすくし、道路
に沿って駐⾞場設置 

よかもんやを移転 
駅前だと住⺠の利
用がなかなか増え
ない。人が集まる
場所にあるべき 

大人が楽しむ屋台村 
子どもが来て楽しい
だけじゃなく、親世
代も楽しく過ごせる 

室内の遊び場 
雨の日に遊ぶ場所が
ないことが今の課題 

広場（芝） 
スポーツもイベントも
できる多目的広場  

 

ウォーキングコース 

⽴体駐⾞場 
100 台が駐⾞できる敷
地で⽴体にする 

展望台つきバスセンター 
1〜2 階はバスセンターと
カフェ。ランドマークにな
る展望台を６階くらいの
高さに設置。 

花 

駐輪場 

公園＋噴水 
バスを待つ間、のんび
りくつろいだり遊んだ
り… 
町⺠が集まる場その① 

多目的スペース 
＋フィットネス 
町⺠が集まる場その② 

 

●公園や広場を中央に 

●県道から入れる駐車場 

この 2 つはどの班にも共通していますね！ 

拠点に来る人の交通手段や、 

町内外のどこからくるのかを考え、 

配置にも色々な工夫が伺えます！ 

ウォーキングコース 


